
タ
〆
作
降
〆
ド
耕
民
.
か
弱
け

新
レ
い
隼
ぷガ
拶
い

大
μ
れ
の
拶
勧
械
が
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大
村
市
長松

本

嵐
ヌR

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。日
頃
か
ら
、
市
政
に
対
す
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。私
も
、
心
を
新
た
に
し
て
幻
世
紀
に
向

け
、「
対
話
と
創
造
の
市
政
」
の
基
本
理
念

の
も
と
に
、
本
年
も
市
勢
の
振
興
と
皆
様

の
幸
せ
を
願
っ
て
、
全
力
を
注
ぐ
決
意
で

あ
り
ま
す
。

な
お
昨
年
は
、
大
村
ハ

イ
テ
ク
パ

l
ク

内
に
長
崎
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
が
開
設。

ま
た
、
宅
配
最
大
手
の
ヤ
マ
ト
運
輸
側
長

崎
主
管
支
屈
の
操
業
。
旧
空
港
ピ
ル
を
活

用
す
る
日
航
大
村
乗
員
訓
練
所
J
A
L
・

フ
ラ
イ
ト

・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
誘
致
が
実
現

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
地
域
の
皆
様

の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
も
の
で

あ
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、

4
月
に
は
多
様
化
す
る
地

方
行
政
へ
対
応
す
る
た
め
機
構
改
革
を
行

い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
努
め
る
と
共

に
、
初
年
来
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
東
京

事
務
所
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
、
中
央

の
情
報
を
よ
り
早
く
、
広
く
確
保
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

市
立
病
院
に
は
、
心
臓
施
術
を
行
え
る
、

心
臓
血
管
外
科
を
増
設
。
看
者
の
要
望

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
人
か
ら

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
を
建

設
中
で
す
が
、
市
民
の
生
活
環
境
を
守
る

上
か
ら
も
重
要
な
施
設
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
住
み
よ
い
ま
ち
‘
つ
く
り

の
た
め
に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

さ
て
、
待
望
の
九
州
横
断
自
動
車
道
が
、

い
よ
い
よ
1
月
初
日
に
開
通
し
ま
す
。

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
大
村
か
ら
青
森

ま
で
ノ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
走
れ
る
こ
と
と
な

り
、
西
九
州
地
域
の
産
業
、
経
済
、
文
化

の
活
性
化
及
び
観
光
開
発
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
空
港
、
高
速
、
流
通
と
い
う
3

本
の
柱
を
こ
れ
か
ら
の
礎
と
し
て
育
て
た

く
、
物
流
拠
点
都
市
と
し
て
一
層
の
躍
進

が
は
か
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

ま
た
、
市
政
の
活
力
を
は
か
る
た
め
、

生
活
関
連
整
備
を
中
心
に
今
年
か
ら
、
県

下
で
初
め
て
農
村
集
落
排
水
施
設
の
整
備

に
着
手
い
た
し
ま
す
。

一
方
、
健
康
で
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
社
会

福
祉
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
国
・
県
の

助
成
を
受
け
、
在
宅
老
人
福
祉
の

一
環
と

し
て
、
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
開
始
い

た
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

個
性
豊
か
な
新
し
い
大
村
市
を
つ
く
る

-
" 、， 

1月26日開通を目指して、急ピッチで作業が進められ

ています。(大村インター付近)

今年は、天正遣欧少年帰国 400年を
迎えました。年聞を通じてのイベン卜

が計画されています。

円
/
U】

た
め
、
埋
も
れ
て
い
た
歴
史
に
着
目
、
今

年
は
天
正
遣
駄
少
年
使
節
団
が
帰
国
し
て

4
0
0
年
を
迎
え
ま
す
が
、
年
間
を
通
じ

て
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で
内
外
か
ら
観
光
客

を
誘
致
、
街
に
活
気
を
注
入
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

内
外
一
流
選
子
を
招
待
し
、

1
万
3
千

人
が
出
場
す
る
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ロ

l
ド
レ
ー

ス
大
会
、
春
の
花
祭
り
、

S
L
を
走
ら
せ

る
夏
越
ま
つ
り
、
コ
ン
コ
ル
ド
を
長
崎
空

港
に
呼
ぶ
な
ど
し
て
、
全
国
に
P
R
し、

話
題
の
街
守
つ
く
り
に
全
力
投
球
す
る
覚
悟

で
あ
り
ま
す
。

国
際
的
に
は
、
ゆ
か
り
の
あ
る
ポ
ル
ト

ガ
ル
と
の
友
好
を
深
め
、
交
流
を
進
め
た

い
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、
比
白
様
が
夢
を
持
ち
、

幸
せ
を
感
じ
る
郷
土
を
つ
く

っ
て

い
く
こ

と
が
最
大
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
、
心
も

新
た
に
そ
の
実
現
に
向
け
、
誠
心
誠
意
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
、
本
年
も
市
政
に
対
す
る
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご

健
勝
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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教
首
都
市
大
村
を
め
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し
て

大
村
市
議
会
議
長

山崎圃1

同
速
道
陣
隠
元
年
」

吉
川

邑畠

5三E

こ
こ
に
希
望
に
満
ち
た
新
春
、
記
念
す

べ
き
平
成
の
元
日
一を
皆
様
と
共
に
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
う
れ

し
く
存
じ
ま
す
。

私
は
、
昨
年
5
月
市
議
会
議
員
各
位
の

推
挙
り
よ
り
、
図
ら
ず
も
議
長
に
就
任
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
議
会
の
円
満
な
運

営
と
市
政
の
伸
展
を
第
一
義
と
し
て
、
誠

心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
、

・
お
か
げ
を
も

ち
ま
し
て
、
大
過
な
く
越
年
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
、
心

か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

の

栄
え
え
w
衝
づ
く
り
に

長
崎
県
知
事

ロ向田

勇

皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
新
し
い
年
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

加
世
紀
の
最
後
を
飾
る
卯
年
時
代
の
初

頭
に
当
た
っ
て
、
来
し
方
を
ふ
り
返
り
、

ま
た
況
世
紀
を
展
望
し
、

「長
崎
県
ら
し
い

人
守
つ
く
り

・
物
守
つ
く
り

・
事
a

つ
く
り
」
の

基
本
理
念
の
も
と
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

県
勢
の
振
興
と
皆
様
の
幸
せ
を
願
っ
て
、

全
力
を
注
い
で
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

本
県
の
最
大
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
大
動

昨
年
は
、
将
来
の
大
き
な
飛
躍
を
目
指

し
た
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク
へ
の
県
工
業

技
術
セ
ン
タ
ー
が
開
設
、
物
流
集
配
の
王

ヤ
マ
ト
運
輸
の
進
出
等
が
あ
り
ま
し
た
。

市
内
部
に
h

む
い
て
は
、
行
政
機
構
を
改
革

し
、
政
策
情
報
収
集
の
た
め
の
東
京
事
務

所
、
企
業
誘
致
対
策
室
・
ま
ち
守
つ
く
り
推

進
室
等
を
新
設
し
、
ま
た
、
議
会
に
h

ぬい

て
も
企
業
誘
致
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置

し
て
、
社
会
経
済
情
勢
の
激
変
と
、
大
村

市
の
活
性
化
に
即
応
す
る
体
制
を
強
化
い

た
し
ま
し
た
。

な
わ
、
懸
案
の
釜
川
内
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
建
設
も
、
関
係
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
っ
て
着
工
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
春
早
々
に
は
、
待
望
久
し
か
っ
た
九

州
横
断
自
動
車
道
が
開
通
し
、
日
本
の
最

西
端
に
位
置
す
る
本
県
と
青
森
ま
で
の
約

2
千
キ
ロ
が
高
速
道
路
で
結
ば
れ
、
本
格

脈
の
九
州
横
断
自
動
車
道
の
大
村

・
武
雄

北
方
聞
は
、
い
よ
い
よ
1
月
初
日
に
は
開

通
し
、
長
崎

・
青
森
聞
が
2
干
し聞
の
高
速

道
路
で
つ
な
が
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

一雇
用
の
場
を
創
出
し
て
若
い
人
た
ち
に

魅
力
を
も
た
せ
る
た
め
に
、
企
業
の
誘
致

に
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
企
業

誘
致
と
並
ん
で
「
技
術
立
県
」
の
中
枢
的

推
進
機
関
と
な
る
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
及

び
ナ
ガ
サ
キ
・
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
が
、
昨

年
叩
月
に
は
大
村
市
に
完
成
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
聞
か
れ
た
研
究
機
関
と
し

て
の
使
命
達
成
に
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、

地
元
中
小
企
業
の
ハ
イ
テ
ク
化
を
支
援
し

て
ま
い
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

加
え
て
今
日
ほ
ど
、
本
県
を
取
り
巻
く

的
な
高
速
交
通
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
開
通
に
よ
っ
て
産
業
・

経
済
の
発
展
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

水
資
源
開
発
の
た
め
の
萱
瀬
ダ
ム
の
嵩

上

・
国
道
弘
号
線
の
拡
巾
・
国
道
4
4
4

号
線
の
早
期
開
通
等
々
、
国
・
県

・
市
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
特
に
本
年
は

天
正
遣
敵
少
年
使
節
の
帰
国
4
0
0
年
記

念
事
業
を
主
体
に
、
長
崎
旅
博
と
も
連
動

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
、
ふ
る
さ
と
事
業
と
し

て
推
進
し
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
大
村
市
を
活
性
化
す
る
に
は
、
諸
々
の

事
業
、
開
発
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
た
め
に
郷
土
の
雄
大
な
山
、

清
ら
か
な
川
、
母
な
る
大
村
湾
を
汚
が
す

こ
と
な
く
、
大
切
な
自
然
を
財
産
と
し
て

保
存
し
て
行
く
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

社
会
経
済
情
勢
も
活
性
化
に
向
け
て
し
っ

か
り
と
進
展
し
て
い
る
時
は
な
い
と
存
じ

ま
す
。
造
船

・
重
機
の
上
昇
、
そ
の
外
製

造
業
の
高
操
業
、
非
製
造
業
の
好
調
に
よ

っ
て
、
景
気
は
拡
大
基
調
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
今
年
も
九

州
新
幹
線
長
崎
ル

l
ト
な
ど
、
幻
世
紀
を

見
据
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
農
産
物
輸
入
自
由
化
対
策
の
充
実
、

「
園
芸
1
0
0
0
億
」
の
推
進
、
国
際
交

流
さ
ら
に
は
、
高
齢
化
社
会
に
ふ
さ
わ
し

い
福
祉
、
教
育
、
文
化
な
ど
の
推
進
に
、

最
大
の
努
力
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

本
県
に
と
っ
て
、
九
州
横
断
自
動
車
道

長
崎
道
が
全
線
開
通
す
る
今
年
は
ま
さ
に

「
高
速
道
路
元
年
」
と
い
え
ま
す
。
人

・

大
村
は
千
年
の
歴
史
の
中
で
、
明
治
維
新

を
中
心
に
、
日
本
の
国
益
と
な
る
多
く
の

偉
大
な
先
覚
者
た
ち
を
輩
出
し
て
い
る
の

で
す
口
こ
う
し
た
歴
史
を
見
す
え
な
が
ら
、

幻
世
紀
の
大
村
を
担
う
国
際
的
視
野
に
立

つ
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
教
育
都
市
大

村
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

市
民
の
福
祉
を
増
進
し
、
市
民
生
活
の

安
定
を
図
る
に
は
、
な
わ
重
要
な
問
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。
そ
の
解
決
を
図
る
に

は
、
直
接
市
政
を
担
当
す
る
わ
れ
わ
れ
に

課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
り
、
国
及
び
県
の

施
策
と
相
ま

っ
て
、
市
財
政
の
範
囲
内
に

お
い
て
最
大
の
効
果
が
上
が
る
よ
う
努
力

す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
皆
様
方
の
よ
り

一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

物
の
動
き
も
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
ょ
う
。

今
年
5
月
に
は
、
天
皇

・
皇
后
両
陛
下

の
御
臨
席
を
仰
ぎ
全
国
植
樹
祭
が
、
ま
た
、

8
月
か
ら
3
か
月
間
長
崎
「
旅
」
博
覧
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
機
に
人
を

迎
え
さ
ら
に
栄
え
る
街
守
つ
く
り
に
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
絶
大
な
る

ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
も
、
皆
様
が
夢
を
持
ち
、
相
手
の

立
場
を
思
い
や
り
、
世
界
の
平
和
を
強
く

願
い
な
が
ら
、
皆
様
の
豊
か
な
く
ら
し
づ

く
り
に
、

一
層
の
情
熱
を
も
っ
て
県
政
を

推
進
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

県
政
に
対
し
、
旧
年
に
倍
す
る
ご
支
援

ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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九
州
横
断
自
動
車
道
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い
よ
い
よ
ハ
イ
ウ
エ
ー
時
代

1J 
開通を間近にひかえ、最後の仕上げに

かかる九州横断自動車道(坂口付近)

車料館に伸欝入り

大村吻かり品飯出品

=小田原さん松林飯山書のぴょうぶを寄贈一

松林飯山書のびょうぶの前で、 松本市長から

小田原さん(右)へ感謝状が送られま した(揺・史料館)

待
ち
に
待
っ
た
九
州
横
断
自
動
車
道

・

長
崎
自
動
車
道
の
大
村
|
武
雄
北
方
聞
が
、

1
月
お
目
、
供
用
開
始
す
る
と
い
う
、
日

本
道
路
公
団
か
ら
の
う
れ
し
い
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
東
京
は
も
と
よ
り
東

北
青
森
ま
で
約
2
0
0
o
M
が
完
全
に

直
結
さ
れ
、
い
よ
い
よ
ハ
イ
ウ
エ

ー
時
代

の
到
来
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
福
岡
ま
で
3

時
間
近
く
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
約
2

時
間
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

県
の
中
央
に
位
置
し
、
か
っ
、名
実
と
も

に
空
と
陸
の
交
通
拠
点
都
市
と
な
る
大

村
。
経
済
、
文
化
な
ど
、
市
発
展
に
大
き

な
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

大
村
よ
広
雄
北
方
聞
に
は
、
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
2
か
所
(
東
彼
杵

・
嬉
野
)
、
ジ
ャ

〉
ク
シ
ョ
ン
1
か
所
(
武
推
)
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

大
村
藩
内
子
弟
の
教
育
に
情
熱
を
そ
そ

ぎ
、
勤
皇
思
想
を
指
導
し
た
松
林
飯
山
直

筆
の
び
ょ
う
ぶ
六
曲
一
双
が
、

日
月
初
日
、

所
有
者
の
小
田
原
百
合
子
さ
ん

(万
歳

・

東
京
都
杉
並
区
在
住
)
か
ら
大
村
市
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
び
ょ
う
ぶ
は
、
市
立
史

料
館
で
保
存
、
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

飯
山
は
天
保
叩
年

(1
8
3
9
)
現
福

岡
市
で
生
ま
れ
、
9
歳
の
時
、
母
の
郷
里

で
あ
る
大
村
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
幼
時

か
ら
神
童
と
呼
ば
れ
、
非
常
に
す
ぐ
れ
た

才
能
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
五
教
館

(現

大
村
小
学
校
内
)
や
江
戸
の
昌
平
校
で
学

ん
だ
あ
と
、
五
教
館
の
学
頭
、

教
授
と
な

り
、
藩
内
子
弟
の
教
育
に
情
熱
を
そ
そ
い

で
い
ま
し
た
が
、
刺
客
の
凶
刃
に
若
き
お

歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

ピ

発売数 金 害直 f士 中葉 販売場所

カ ドf士立て 博監会協会 (郵送の場合

記念入場券 3.000枚 5.0∞円 表紙を開け るとメロ は送料425円)、長崎市

ディが流れる 及ひ佐世保市の各デパート

Z己 重さ1オンス(31.1035.) 
純金製 300個 170‘o∞円 大きさ 3 cm 

長 崎浜 屋:iZ会、、
厚さ 3百m

メ
重 さ 60g 大村 J兵 屋

ダ 純 銀製 5.000個 15.000円 大きさ 5 cm 
ル !享さ 4百m

佐世保玉 屋

2点セット 1C旧セット 185‘000円

金メダル

『司~〆 刊

(，ミずれも消費税込み)

を発売

二ユース「旅博」

記念

今
回
寄
贈
の
び
ょ
う
ぶ
は
、
小
田
原
さ

ん
の
父
同
北
村
徳
太
郎
さ
ん
(
元
衆
議
院

↑

蕃
貝
で
同
課
利
銀
行
会
長
)
が
生
前
に
収
集

一

し
た
も
の
で
、
佐
世
保
の
自
宅
に
保
管
さ

日

れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
村
藩
士

・
一

松
林
飯
山
の
書
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

一

ゆ
か
り
の
あ
る
大
村
に
と
い
う
こ
と
で
、

寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
す
。

松
本
市
長
は
「大
変
青
董
否
び
ょ
う
ぶ
を

一

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、大
変
感
謝
し
て
い
る
。
一

今
後、

史
料
館
に
展
示
し
、
多
く
の
皆
さ

一

ん
に
観
賞
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
大
切

に
保
管
し
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
、
感
謝

一

状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

一

県

民

表

彰

受

賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す(敬
称
略

ノ¥

-4-

(ft長崎⑫ 23 8 6) 防長崎 「旅」博覧会協会問い合わせ

。
人
命
救
助

松
川

一
男

(幻
歳
・

久
原
1
丁
目
)

。
自
立
更
生

橋
本
ヤ
ヨ

(お
歳

・
東
本
町
)

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
(
個
人
)

山
崎
俊
之

(
必
歳

・
原
口
町
)

。
産
業
(
商
工
)

上
野
類
作
(
乃
歳
・
宮
小
路
2
丁
目
)

。
優
良
団
体

黒
丸
踊
保
存
会
(
黒
丸
町
)



つ

成
人
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
初
歳

を
迎
え
ら
れ
た
あ
な
た
は
、
大
人
と
し
て

の
第

一
歩
を
踏
み
だ
し
た
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
は
国
民
年
金
加
入
へ
の
第

一
歩
で
も

あ
り
ま
す
。

わ
が
国
は
高
齢
化
社
会
を
む
か
え
て
い

ま
す
。
成
人
し
た
ば
か
り
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
、
老
後
生
活
の
安
定
な
ど
あ
ま
り
気

に
か
け
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

私
た
ち
は
い
つ
ま
で
も
若
く
、
元
気
で
い

ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

生
命
保
険
に
入
る
か
ら
|
[
、
貯
金
す

る
か
ら
|

|
、
と
い
う
人
も
い
る
で
し
ょ

う
が
、
個
人
の
力
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

「国
民
年
金
」
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、

み
ん
な
で
加
入
し
、

み
ん
な
で
受
給
す
る

広報おお、むら平成2年 1月号

ヤ
た
め
の
国
の
制
度
で
す
。
働
け
る
世
代
が

保
険
料
を
出
し
合
い
、

そ
れ
を
財
源
と
し

て
、
お
年
寄
り
の
世
代
に
年
金
を
支
給
す

る
こ
と
で
、
老
後
の
生
活
の
安
定
を
は
か

る
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
の
仕
組
み
な

の
で
す
。

皆
さ
ん
が
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険

料
を
き
ち
ん
と
払
っ
て
い
け
ば
、
皆
さ
ん

の
老
後
も
次
の
若
い
世
代
が
助
け
て
く
れ

日時 1月15日午後1時30分
※午後 l時より受付開始

場所 市民会館

対象 昭和44年 4 月 2 日 ~45年 4 月 1 日生ま
れの人

内容 式典 ・新成人の主張・アトラクション

特別スピーチーソウル五輪金メダリストー

ロザ ・モ タ女史(ポルトガル)

問い合わせ社会教育課

※服装は華美にならないようにお願しミし ます。

る
と
い
う
こ
と
で
す。

ま
だ
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い

人
や
、
す
で
に
加
入
し
て

い
る
人
も
、
国

民
年
金
の
重
要
性
を
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

初
歳
以
上
の
学
生
は
、
希
望
に
よ

っ
て

加
入
す
る
、
い
わ
ゆ
る
任
意
加
入
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
従
来
か
ら
障
害
年
金
を
中

心
に
無
年
金
者
問
題
が
指
適
さ
れ
、
ま
た
、

基
礎
年
金
が
満
額
も
ら
え
る
よ
う
に
、
強

制
加
入
者
と
な
る
予
定
で
す
。

国
民
隼
金
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

思
わ
ず
、
ふ
り
向
く
、

走
る

C
M力
|

国
民
年
金
保
険
料
収
納
特
別
対
策
事
業
の

の
一
環
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
納
付
意
識
の

高
揚
と
年
金
制
度
へ
の
正
し
い
理
解
を
深

め
て
も
ら
わ
う
と
、
走
る
広
告
塔
「
ア
ド

(
武
部
町
)

文
化
基
金
の

-
助

高松寛子さん(武部町)は、文化基金に役

立ててくださいと、 11月21日、亡夫信夫さん

の香典返しとして、50万円を寄付されま した。

-
ボ
l
ド

・
カ
l
」
を
走
ら
せ
、
日
月
打

日
か
ら
日
日
ま
で
の
3
日
間
広
報
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、
わ
気
付
き
に

な
ら
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
を
機
会
に
、
も
う

一
度
確
実
に
訪

れ
る
あ
な
た
の
老
後
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

次
回
は
平
成
2
年
3
月
初
日
か
ら
幻
日

ま
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

市
少
年
剣
道

員最低賃金は

3，564円
446円

1 日

1時間

県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
る
「
長
崎
県
最
低
賃
金
」
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

ー
平
成
元
年
日
月
2
日
か
ら

1

使
用
者
、
労
働
者
の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ

ぞ
れ
賃
金
を
確
め
て
最
低
賃
金
を
守
っ
て

頂
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
長
崎
労
働
基
準
局
(
宮
長

崎
⑬
6
3
4
3
)

ヘ

(敬称略)

12月3日(日)、市民体育館で約700人が出

場して行われました。

成績は次のとおりです 0

0団体戦微神堂A
。個人戦

・小学3年生の部=保利奈穂子 (剣西)

・小学4年生の部=福田俊平 (生武館}

・小学5年生の部=嶋津英俊(大村中央)

・小学6年生の部=藤山滋昭 (天真)

・中学1年生の部=渡辺真徳(池田)

・中学2年生の部=和田 崇(池田)

・中学3年生の部=田川英孝 (大村中央)

l位のみ

5-



4
歴
史
の
町
お
お
む
ら
を
考
え
る

(
V
A

・
商
工
会
議
所
)

歴
史
の
中
か
ら
、
町
お
こ
し
を
考
え
よ
う

と
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
羽
歴
史
の
町
・
お
お
む
ら

を
語
る
」
が
、
商
工
会
議
所
で
開
か
れ
ま
し

た
大
村
純
忠
顕
彰
事
業
実
行
委
員
会
の
主
催

で
、
基
調
発
表
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
で
論
議
、が
交

さ
れ
ま
し
た
。

盟
を
盟

A
t

ふ
一一命一房

理
一町
一一一の
一一史
忠

槙
島

企 1人1人の心がけで… (九-市コミセン)

水質汚濁が進んでいる大村湾を、皆んなでき

れいにしようと11月29日、「大村湾生活排水シン
ポジウム=考えます 水にやさしいくらし=J

が開かれました。

汚濁の原因は、約6割が生活排水。調理くず
や食用油の処理、洗濯、ふろの対策など、ちょ

っとした気配りで効果が上がるそうです。

1人1人の心がけで、大村湾をきれいにしま
しょう O

r -f t 

企 3万人の人出で大にぎわい
(ズ -市農協グランドほか)

農林水産まつり実行委員会主催のぼ-ぶら

(かぼちゃ)フェスティパルが12月3目、行

われました。

おにぎりコンク ル、綱引大会、うなぎの

つかみどり 、農 -水産物の展示即売や家庭菜

園相談コーナーなどもあリ 、家族連れなど約

3万人の人出でにぎわいました。

職 15固定期演奏会
おっ二本弓二ごTプア ーー 匂 ~，..~~，".一地 一一

; 給 付崎信百三F }1 

....'l;豊かで優しい看護婦に/(1)ピ・医師会館)

大村看護高等専修学校 (出口雅経校長〉で
は12月1日、1年生の生徒52人 (男子5人)
の戴帽式が行われました。
生徒たちは、先生から1人づっ戴帽をして
もらい、点火された看護の灯から持っていた
ろうそくに灯をともしました。
松本久美子さんが「生命の貫さを学び、心
豊かで、、 優しい看護婦になりたしりと誓いの
言葉をのべ、決意を新たにしました。

6-

Aさわやかなハーモニーにのせて(死-市民会館)

親しみのある日本のうた -ふるさとのうた、

ポップス、クリスマスのうたなど、日頃の練習

の成果を、さわやかなハーモニーにのせて歌い

あげた大村混声合唱団定期演奏会。会場から盛

んな声援が送られました。



の
父
長
組
興
事
粛

ー

遺
徳
を
し
の
び
生
誕
1
5
0周
年
記
念
式

1
長興専斎の遣徳をしのんで行われた

生誕150周年記念式典(鬼 ・阿古屋荘)

最

初
代
衛
生
局
長
で
あ
り
、
近
代
日
本
医
学
制

胸

勝

度
の
基
礎
を
築
き
、
「
衛
生
」
と
い
う
用
語
を
作

斎

病
専

立

っ
た
、
長
輿
専
斎
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
、
生
誕
1

輿

怖

5
0周
年
記
念
式
典
が
日
月
初
日
、
生
誕
地
の
阿

E
Z

古
屋
荘

(片
町
)
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

広報おおむら 平成2年 1月号

申告書の受け付け

市県民税

今年から、農業所得のある世帯を除き、

大村地区 ・西大村地区 ・竹松地区の人に

は、 1月下旬に申告書を発送し、 2月初

旬より指定した日時・場所で受け付けを

行います。

指定日以降については、お手数ですが、

市役所までおでかけください。

他の地区及び農業所得のある世帯につ

いては、 2月20日ごろ申告書を発送します

ので、申告書に指定された、日時・場所

へお出向きください O

なわ、指定日以降は、市役所での受け

付けとなります。

専
斎
は
、
天
保
9
年

(
1
8
3
8
)
生
ま
れ
。

医
学
を
学
び
、
大
村
藩
侍
医
・
精
得
館
学
頭
を

経
て
、
明
治
2
年

(
1
8
6
9
)
長
崎
府
医
学

校
長
を
歴
任
。
明
治
4
年
1
6年
、
殴
米
の
医

療
制
度
を
視
察
。
帰
国
後
、
東
京
医
学
校
長
・

初
代
衛
生
局
長
を
務
め
、
コ
レ
ラ
予
防
、
水
道

条
例
公
布
な
ど
、
日
本
近
代
医
学
の
衛
生
行
政

に
尽
く
し
ま
し
た
。

式
に
は
、
大
村

・
東
彼

・
県
各
医
師
会
、
松

本
市
長
な
ど
約
2
0
0
人
が
出
席
。
神
事
を
行

い
、
近
代
医
学
の
先
覚
者
、
長
輿
専
斎
の
遣

徳
を
し
の
び
ま
し
た
。
こ
の
後
、
記
念
講
演
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

長現専斎l日宅の松香館
(国立長崎中央病院内)

18日|救

マ

災 |駐車はやめよう !一消火栓のまわり一

急医間救急車に“適マーク"

放送日|パターン

1月4日|災 害怖から始まる「醗防災のl咋」

、、

テレビ長崎(KTN)11: 25---11 : 30 

、ノ子しビによる 5災ヰ

ア

1月のテーマ

11日|火

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

躍

定

申

告

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料

や
ボ
ー
ナ
ス
、
あ
る
い
は
「
年
末
調
整
」
に
よ
っ

て
精
算
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
大
部
分
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
人
は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
確
定
申
告

を
す
る
と
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
や
、
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。そ
こ
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告
に
つ

い
て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

確
定
申
告
を
す
る
と

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ

l
ン
な
ど
で
取
得
し
た
場

25日|火

償
却
資
産
の
申
告
は

1
月
包
日
ま
で
で
す

災|明日は「文化財防火デー」

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
法
人
・

個
人
の
別
な
く
毎
年
1
月
1
日
現
在
で
、
所
有

状
況
な
ど
を
申
告
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

償
却
資
産
と
は
、
土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
の

資
産
の
う
ち
、
事
業
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
資
産
で
、
そ
の
減
価
償
却
費
が
所
得
税
や
法

人
税
の
必
要
経
費
ま
た
は
損
金
に
算
入
さ
れ
る

資
産
で
す
。
ま
た
、
自
分
で
使
用
し
て
い
る
も

の
ば
か
り
で
な
く
、
ほ
か
の
人
に
貸
し
て
い
る

点

合。②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
0

9
告
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
。

④
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な
い

場
合
。
な
お
、
申
告
を
す
る
場
合
に
は
、
給
与
所
得

や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
が
初
万
円
以

下
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
含
め
て
申
告
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
還
付
の
申
告
は
、

1
月
4
日
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

の
話
与
の
年
収
が
1
5
0
0
万
円
を
超
え
る
人
。

後
布
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計

が
初
万
円
を
超
え
る
人
。

後
布
与
を
2
か
所
以
上
か
ら
も
ら

っ
て
い
る
人
。

※
こ
の
よ
う
な
所
得
の
確
定
申
告
は
2
月
日
日

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
諌
早
税
務
署
(
宮
⑫
1
3
7
0
)

所
得
税
部
門
ま
で
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

資
産
も
含
み
ま
す
。

申
告
す
る
必
要
が
あ
る
資
産

-
構
築
物
(
煙
突
、
貯
水
池
、
舗
装
路
面
、
内

装
工
事
、
土
地
に
定
着
し
た
土
木
工
事
な
ど
)

・
機
械
お
よ
び
装
置

-
船
舶

(客
船
、
貨
物
船
な
ど
)

・
航
空
機

-
車
両
お
よ
び
運
搬
具
(
構
内
運
搬
車
、
特
殊

自
動
車
な
ど
)

・
工
具
お
よ
び
備
品

室
ロ
期
限

1
2日
開

申
止
ロ
・
問
い
合
わ
せ

税
務
課
固
定
資
産
税
係

※
昨
年
、
申
告
し
た
人
は
、
平
成
元
年
中
の
増

減
の
み
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
。
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内容

①いま活動しているクラブ

-サークル名

②入会した動機など

③現在の活動状況など

④今後の抱負など

飛
口
幾
代
さ
ん

(
臼
毒
・
杭
出
津
2
丁
目
)
主
婦

後
藤
政
信
さ
ん

(
印
歳
・
小
路
口
町
)
農
業

φ
大
村
手
話
サ
ー
ク
ル
会
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)

②
1
年

8
か
月
位
前
、
広
報
紙
で
手
話
講
習
会

が
あ
る
の
を
知
り
、
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
入

会
し
ま
し
た
。

③
現
在
、
会
員
は
お
人
位
台
り
、
ろ
う
あ
協
会

で
行
わ
れ
る
料
理
教
室
、
身
障
者
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
、
そ
の
外
各
種
大
会
の
手
話
通
訳
や
、
週

1
回
聞
か
れ
て
い
る
講
習
会
な
ど
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

通
じ
て
い
る
つ
も
り
が
、
全
然
別
の
行
動
を

し
て
み
た
り
、
勝
手
に
解
釈
し
た
り
、

口
で
し

か
表
現
で
き
な
い
単
語
な
ど
も
あ
り
、
と
で
も

難
し
い
。
そ
れ
と
、
接
す
る
機
会
も
少
な
い
た

め
な
か
な
か
上
達
し
ま
せ
ん
。

耳
が
聴
こ
え
ず
、
し
ゃ
べ
れ
な
い
の
に
、
一

般
の
人
の
中
に
入
っ
て
、
普
通
の
生
活
を
し
て

お
ら
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
人
た

ち
と
話
を
し
た
り
、
人
生
観
な
ど
を
聞
く
と
、

と
て
も
す
ば
ら
し
い
し
、
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

④
世
間
話
な
ど
を
し
て
い
て
、
気
持
が
通
じ
合

っ
た
時
は
と
て
も
嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
も

っ
と
も
っ
と
頑
張
合
て
い
き
た
い
。
そ
れ
と
、

手
話
通
訳
士
の
認
定
試
験
に
早
く
パ
ス
し
た
い

な
i
と
、
思
っ
て
い
ま
す
。

T1富子手It品募包実i震Zヵ:与実 fT練合2r会試管手~雲奇想2昭 f会字実
管で 月 ん O ば 、れ咲前件 守 でらそどの、、習出入んど合 の 、毎 員 、ら知和た、 ニ 村
えお 1 でます盆るい、盆 さ 現れれで理ス体はさにでいも朝外週は現れり 53 そス市
、り用いたる栽とた 10栽 さ 役 る と今解トをきせ恵すろ、 2に月、在て入年 のは 婦
針 J私ま、程はきと年ム ミ で人、日とレ動つ.て まがい全時早・ 30もい会に 後、入
金沢弘 す妻 良年に き 間 去 Fす、今ま良スかいもれ、ろ国間朝水代頑た 口退 24中ク
のの与 。もく間非は位 犬 。ま 72でい解しんら、おあ ・程ク・か張「そ職 年 学 ラ
か合で、現盆な楽亡と菊 ざ た歳続 仲 消たで つ 全かり西練ラ金ら つ 大の後 間 1 プ
け つ謹在栽りしいで作 子 、でけ聞に後すで国げま 日 習 ブの 70て村後、 位高(
かた事会が、め思もり ;ミ 協ペら、ものがい突でて本しに朝代い市、テ の校 軟
た仲委 員 好愛るい嬉 を 全 会アれ 2 つ汗 、ま:Aヘ ・ でも 10まま 婦 教ニ ブま式
、聞を はき着しをしし ミ の をで人ては気すなアペ九 い 入時です人室ス ラでア
寄が開 50でも、しいて 子 会組きのこスの。どをア 州、|まりか の。ク の教 ンし二
せ集く人、わ手まんい 会 長 みて孫いカ合 多組の ・す 円 ら婦 ラ先 室 クてス
植ま亭位 ーい 入すでま ミ さ頑いので Y つ くん 参県 。日 2 人 ブ 輩 が がい)
えり 7 緒でれ O す L P ん 張ま励すトL た ので 加の ・時約 」方あ あま
、し にきをしそ弓 ゑ は っすま 。す 仲 試くが 大 祝 頃 23 にがる りし

(生〕足々んの 水 ・ しせ :
花が構定だごかか現くん T
が動 想 やか飯け り在過定 ミ
咲ーいを 、らもだん 、ご方 :
きて寺東そ 、そ け な中公し?去 三
ー しつの 妻こでど・てな とノ
芙また幹にそも約さいど J
がいりにおこ 2 30つ ま を i
なまし合こ に 時種 き す 学
っすてつら、聞のび に
た 。いたれ手半 1 か な と
り る枝る入 は O え が び
す と作んれか O で ら S
る 、りてもに か o. 子
と つなす向り鉢梅 本 三
本 いどがかま位 ・ 当ミ
つ、、うすあぽ に

当 い色せも o VJ け 楽 8

と昧く も 0で時に 妥
思をれまな 0 す最は嬉 ミ
つ 生るた つ歩が近格し 認
でかし 、てに、、自IJ い き
いし、いいも盆万でし ミ
まて 1つるな栽歩す、 返
す、日もょ っ の計 O 思 否
。楽退いう て 手で う さ
し屈ろでお入 1 よ ぎ
くしんすりれ日 う さ
過まな 。 、で歩 な ぎ
ごせ人若 7 乙 枝 さ
しんが さ O数作 ぎ
て 。訪の Oをり さ
い今ね 秘 O 計 が さ
き後:てけ i つ で、 ぎ
たもき つ 8 た き 窓
い趣て に Oんた S

い
り
ち
ょ
し
家
族

f
l
」

定
さ
ん

(
m川
)

裕
香
ち
ゃ
ん

(什
)

勝
人
さ
ん

(何日
)

俊
子
さ
ん

(防
)

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
犬
主
人
好

き
で
、
毎
朝
早
く
犬
(
ド
ル
)
と

散
歩
を
し
ま
す
。

ド
ル
も
、
ぞ
れ
ま
で
は
お
し
つ

こ
も
し
な
い
で
ま
っ
て
い
る
の
で

す
。
私
も
、
時
々
一
緒
に
つ
い
て

行
っ
て
、
畑
に
作
つ
で
あ
る
も
の

な
ど
、
私
の
知
ら
な
い
こ
と
を
色

々
お
し
え
て
も
ら
い
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
食
事
の
し

た
く
を
し
た
り
、
お
洗
濯
な
ど
を

し
て
、
家
襲
。
人
の
め
ん
ど
う
を

み
て
く
れ
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
必

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
0

・

元
気
で
長
生
き
し
て
下
さ
わ
ド

(裕
香
)

旭さん一家(三城町)

広報おおむら平成2年1月号

くん (日泊町)

14生まれ

ドル登場

公平

S62. 8. 

崎

アイ

山

• 
3
3
・、

ー

@OO@@ 

こん亀
ヮ:'11，ーフ
知ヲτa?

今
後
も
、
先
輩
方
を
目
標
に
、
私
の
唯
一
の

楽
し
み
と
し
て
頑
張
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
/

奥
田
美
奈
子
さ
ん

(
辺
歳
・
片
町
)
事
務
員

身
の
ま
わ
り
の
生
活
品
が
、
何
で
も
商
品
で

揃
う
今
日
。
そ
ん
な
中
に
あ
っ

て
、
手
作
り
の

作
品
は
、
「
ホ
ッ
」
と
し
た
安
ら
ぎ
を
与
え
、
触

れ
て
み
た
い
、
持
っ
て
み
た
い
な
ど
、
暖
か
な

心
の
温
も
り
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

とっても、おおらかな子です。

素直で、健康な思いやりのある

子になって欲しいな・ (母 ・フジヨさん)

4白骨
Z玄

1月13日(土) 午後2時~3時30分
西大村コミセン 入場無料
〈題名〉

はなさかじいさん (アニメーション10分)
かしのきホテル (アニメーション10分)
幼い心をどうしますか (家庭教育31分)

視聴覚ライブラリー

市民映画

健康子レホふサービス
0958・26・5511

<1月のテーマ〉
月 酒と肝臓病

火 『痔」シリーズ① いぼ痔

水 離乳期幼児用粉乳について

木 皮膚のシミ
金 死にたいと思ったとき

土日 透析 (漫性腎不全の治療)

-8ー

A 

一
見
回
そ
う
に
見
え
る
篠
も
、
水
に
つ
け
る

と
、
た
ち
ま
ち
の
内
に
自
由
自
在
に
変
身
し
て

し
ま
い
ま
す
。
感
触
の
し
な
や
か
さ
、
ぬ
く
も

り
の
あ
る
肌
ざ
わ
り
。
竹
と
は
ま
た
別
の
魅
力

が
あ
り
ま
す
。

篠
は
何
で
も
作
る
事
が
で
き
、
使
う
程
に
昧

が
で
て
実
に
丈
夫
な
素
材
で
す
。
篠
手
芸
の
会

は
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
い
る
仲

間
た
ち
の
集
ま
り
で
す
。

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
ゃ
、
お
部
屋
を
楽
し
く
彩

っ
て
く
れ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
イ
ン
テ
リ
ア
か
ら
、

ち
ょ
っ
と
し
た
贈
り
物
ま
で
、
手
作
り
の
温
も

り
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
初
心
者
の
方
も
大
い
に

歓
迎
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
仲
間
に
入

っ
て、

一
緒
に
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

定
例
日

毎
月
第
2
・
4
水
曜
日

午
前
日
時
1
ロ
時

講
師

西
田

登
志
子
先
生

場

所

市

コ

ミ
セ
ン

連
絡
先

(
宮
(⑪
1
5
8
7
長
友
)

皆さωσ〉前便りさ
所待ちしでいまてき

“広報おおむら"では、「ふれあいコーナー」

はもちろん、そのタ卜、各地区のホットな話題

などをお待ちしています。

電話で結構です、どしどしお寄せください。

秘書広報課広報公聴係
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昌
司
包
今
回
~\ 
破ジ百

該
当
寸
る
幼
児

・
第
I
期
(
初
回
免
疫
者
)
・:
生
後

μ
か

月
1
刊
か
月
の
初
回
免
疫
が
完
了
し
て
な

い
幼
児
。

(要
領
)
3
1
8
週
間
の
間
隔
を
お
い
て
、

3
回
接
種
し
ま
す
。

-
第
2
期
(
追
加
免
疫
者
)
・:第
1
期
3

回
目
接
種
後
ロ
か
月
1
四
か
月
に
至
る
期

間
の
幼
児
。

中
央
保
育
所

フ
傷テ日
1) 

風ア咳
¥』戸/

R
V
m叫
円
以
日
同

表程

(
要
領
)
い
ず
れ
か
の
日
に
1
回
接
種
し

日

ま
す
。

種

接

種

で

き

な

い

幼

児

ぺ

・
熱
が
あ
る
幼
児

叶

・
か
っ
け
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
疾
患
・

の
幼
児

・
胸
部
リ
ン
パ
体
質
の
幼
児

-
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ
け
)

を
お
こ
し
た
幼
児

平
成

2
年
度

層

公
立
保
育
所

松
・
本
町

私
立
保
育
園

萱
瀬

・
植
松
・
妙
宣
寺
・

久
原
・

三
浦
・
松
原

・
わ
か
ば
・
常
盤

・

日
天
天
宮
・
諏
訪
・
か
た
ま
ち

・
新
城
・

桜

馬
場

・
ふ
る
ま
ち
・
鈴
田
・
ひ
ま
わ
り

入
所
資
格

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
同
居
の
親

族
、
そ
の
他
の
人
が
保
育
で
き
な
い
場
合
。

池
田
・
中
央
・

三
城
・
竹

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

お
願
い

体
温
は
必
ず
計

っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

時
間

い
ず
れ
も
午
後
2
時
1
3
時

※
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風

(
2
種
)
も
同

時
に
行
い
ま
す
。1月17日12月14日13月14日

(水:)1 劇水)

1月18日12月15日13月15日
(木:)1 木:)1 .~ (:木)

会場名

市役所

萱瀬出張所

西大村コミセン

三浦出張所

鈴田 出張 所

竹松出張所

福重出張所

中地区公民館

松原出張所

入
所
第
内

の
昼
間
に
家
事
以
外
で
家
庭
内
外
で
働
い

て
い
る
人
。

②
妊
娠
中
か
出
産
後
聞
が
な
い
人
。

③
病
気

・
け
が
、
ま
た
は
精
神
障
害
者

・

身
体
障
害
者
の
人
。

④
長
期
に
わ
た
り
病
人
な
ど
の
看
護
を
し

て
い
る
人
。

⑤
火
災

・
震
災

・
風
水
害
な
ど
の
災
害
の

j

復
旧
に
当
た

っ
て
い
る
人
。

原爆被爆者2世の無料健康診断

対象 両親または そのどちらかが原爆被爆者であり、

かつ昭和21年6月、4日以降(広島被爆の場合は、 21年6

L4立 法誌む会健所と市福祉課にあります)
に必要事項を記入し、保健所または市福祉課(申し込ん

(市内では市立病院)

(水)まで

大村保健所または、

でください
申込期限 1月31日(対まで

塾診方法 ① 2世健診委託医療機関

戸 る受診で、受診期限は 2月28日

※事前予約の必要有り

②巡回健診による受診
唾診期間 2月13日(火)から 3月10日(土)を予定

ぶ②のいづ、れかで、受診できます。

※受診日時は、後日通知します。

問い合わせ 県原爆被爆者対策課

市福祉課福祉係

|週区別 |受付期間| 保育所(園)名

I .... r1 r.. i1' In ¥ I萱瀬、植松、久原、三浦

かたまち、新城、鈴田

ひまわり

池田、竹松、妙宣寺、松原

1月20日出|わかば、美天宮、諏訪

I 1月22日(月)I中央、三城、本町、常盤 | 
|第3週 11fi 3¥1 B (*) 1 f~~;~， ~:~Ti ~t IIJ-=. 1 |1月31日(刺 |桜馬場、ふるまち | 

対
象
児
童
の
年
齢

0
歳
1
5
歳

保
育
料

年
齢
別
、
世
帯
の
税
額
に
よ

っ

て
決
ま
り
ま
す
。

申
請
期
間

1
月
8
日
間間
1
白
日
附

入
所
申
請
・
問
い
合
わ
せ

E

福

祉

課

児

童

家

庭

係

程

※
入
所
申
請
書
は
、
福
祉
課
及
び
各
保
育
日

所
(
園
)
に
あ
り
ま
す
。

請

※
現
在
、
保
育
所
(
園
)
に
入
所
中
、
申

申

請
中
で
も
、
新
た
に
申
請
し
な
け
れ
ば

切

な
り
ま
せ
ん
。

4

※
入
所
申
請
は
、
必
ず
保
護
者
が
、
直
接

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

第 2週

1月8口旧j

1月13日(土)

1月16日伏)

第 1週

. 
4 

-10-

米剖当週に申請できない人は、期間内で保護者

の都合のよい日に申請してください。



育
児
の
メ
ニ
ュ
ー

こ
ん
恕
ケ
ー
ス
が
愈
な
い
M

広報おおむら平成2年1月号

1人から2人へそして……

iD 圃@ffi]@抱0)@~æl (妊婦教室)を聞きます
新婚さん、妊婦さん、これから結婚される皆さんを対象に

した内容です。

講師はそれぞれ専門の先生(歯科医)歯科衛生士、保健婦、

栄養士、元学校の先生)などが担当されます。お気軽にご

参加くださいO わ父さんの参加も歓迎します。

ー
そ
の
4

こ
れ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
l
ス
で
発

達
の
遅
れ
た
子
供
の
事
例
を
紹
介
し
て
き

ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
み
ん
な
遅
滞
の
前

に
「
単
純
性
」
と
い
う
こ
と
ば
を
付
け
た

方
が
良
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
単
純
性
言

語
発
達
遅
滞
、
単
純
性
運
動
能
力
発
達
遅

滞
、
単
純
性
知
能
発
達
遅
滞
と
い
う
具
合

に
、
こ
れ
ら
の
ケ
i
ス
は
、
そ
の
後
の
努

力
で
か
な
り
の
発
達
が
可
能
で
す
か
ら
遅

滞
と
い
え
ま
す
。
ひ
っ
く
る
め
て
、
単
純

性
発
達
遅
滞
と
言
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

で
も
、
こ
れ
か
ら
わ
話
し
す
る
ケ
l
ス

は
、
背
筋
も
凍
る
よ
う
な
悪
性
の
発
達
遅

滞
で
す
。

遅
滞
と
い
う
言
葉
さ
え
適
当
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
脳
み
そ
の
配
線
(
脳

神
経
の
発
達
)
そ
の
も
の
を
狂
わ
せ
、
心

の
発
達
を
狂
わ
せ
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。

自
閉
症
と
か
、
情
緒
障
害
と
い
う
言
葉

は
、
ど
な
た
も
御
存
知
で
し
ょ
う
。
そ
の

自
閉
症
や
情
緒
障
害
児
に
、
何
ん
の
障
害

も
な
く
生
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
れ
も
、
あ
な
た
の
可
愛
い
い

赤
ち
ゃ
ん
が
・
・
・
:
・
。

な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
今
日
、
あ
な
た
の

か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
を
自
閉
症
、
情
緒
障

害
児
に
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
大
変

危
険
な
機
械
が
、
ど
こ
の
家
庭
に
も
1
台

や
2
台
は
置
い
て
あ
る
か
ら
な
の
で
す
。

そ
れ
は
テ
レ
ビ
で
す
。

0
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
、
テ
レ
ビ

の
刺
激
は
、
最
悪
で
す
。

な
ぜ
テ
レ
ビ
が
悪
い
の
か
/
そ
の
理
由

や
、
脳
み
そ
の
神
経
の
発
達
を
狂
わ
せ
る

仕
組
み
な
ど
は
項
を
改
め
て
、
詳
し
く
わ

話
し
し
ま
す
が
、
理
由
は
と
も
か
く
、

0

歳
の
赤
ち
ゃ
ん
に
は
テ
レ
ビ
は
見
せ
な
い

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

(満
1
歳
を
す
ぎ
れ
ば
見
せ
て
も
見
せ
な

く
て
も
あ
ま
り
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。
)

「
耳
と
こ
と
ば
の
相
談
員
」渡辺

回 月 日 時間 内 公'仁3マ- j茸 師

2月 1日
13:00 -はじめて母親となる心得 保健婦

1 
(木)

-妊娠中の保健 産婦人科医

16:00 -映画「生命の創造」 社会教育主事

2月7日
13:00 -妊娠中の栄養のとり方

2 -貧血食の実習
{呆 健 婦

(村
16:00 乃ミこ 主占主之 土

13:00 -育児「育児用品のそろえ方」

3 
2月14日 • i赤ちゃんの入浴のさせ方実習」

f建
(水) -映画「すばらしい母手い

{呆 t最
16:00 -乳房の手当

2月21日
13:00 -妊婦と歯の健康

4 -歯のプラッシング指導
歯科医

(水)
16:00 歯科衛生士

2月23日
18 :30 -子育て、親の役割

5 -フィルムフォーラム「生命の創造」
学識経験者

(金)
20:30 -入部〕させ方実習~お父さんのために~保健婦

2月28日
l3 :00 -安産のために

6 
(*) 

(妊婦体操補助動作) 保 健 婦

16:00 -産後の保健

3月2日 13:00 ・女性の生き方
元学校教諭

(t) 1. _ ¥ ・絵本の読み聞かせ
(i) 116 ;00 ・岨「マイ州叩ち 保 1建 婦

講座内容

会場市コミセン

申込方法 中央公民館 (幸町25-33 市コミセン内包⑭3

1 6 1)へ電話またはハガキで申し込んでください。

募集人員 30人受講料無料 末
男
先
生

分

護

欝

身
近
に
い
る
わ
年
寄
り
が
弱
っ
て
き
た

と
き
、
そ
し
て
寝
た
き
り
に
な
っ
た
と
き
、

「
家
族
は
、
ど
う
し
て
あ
げ
れ
ば
よ
い
か
」

「
老
人
は
ど
う
し
て
ほ
し
い
の
か
」
:

日
常
的
な
介
護
を
中
心
に
、
実
習
を
含

め
て
、
聞
き
ま
す
。

日
程

2
月
1
日
肘
、

8
日
山
川
、
日
日
肘
、

お
日
働
午
後
1
時
初
分

1
3時
初
分

全
4
回

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
・
第
1
回
:
・
痴
呆
老
人
の
生
活
の

理
解
と
家
庭
で
の
万

一
の
事
態
に
ど
う
備

え
る
か
を
主
体
に
し
た
緊
急
対
処
編

-
第
2
回
:
・
介
護
の
心
構
え
、
実
情
な
ど
、

実
際
に
痴
呆
、
寝
た
き
り
を
抱
え
た
家
族

の
実
情
を
織
り
ま
ぜ
そ
れ
に
対
す
る
介
護

の
工
夫

-
第
3
回
・
・
・
実
習

・
第
4
回
:
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中

心
に
し
た
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
、
市
及
び

社
協
、
そ
の
他
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

申
し
込
み
社
会
福
祉
協
議
会
(
宮
⑬
1

3
5
1
)
ヘ
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

大
」
い
。



午前9時

多数の皆さんのご参観、ご協力をわ願いします。

場所 競艇場駐車場(雨天の場合)市民会館

市中行進 ・車両二午前11時15分出発、競艇場駐車

場~国道~ノくスターミナル

・徒歩=午前11時10分出発、片町~鶴亀橋~アーケ

ード~パスターミナル

(雨天の場合)

・車両二午前11時20分出発、市民会館~西本町バス

停~国道~パスターミナル

・徒歩=午前11日寺15分出発、市民会館~アーケード

~ノfスターミナル

分列行進西三城町通り

放水演習午前11時40分、大上戸川(消防署横)

※午前8時に、演習招集サイレンを鳴らします。

車
の
運
転
に
従
事
し
、
自
己
の
責

任
に
よ
る
交
通
事
故
歴
が
過
去
凶

年
以
上
な
く
、
か
つ
、
交
通
違
反

(
反
則
を
含
む
)
そ
の
他
罰
金
以

上
の
刑
に
当
る
犯
罪
行
為
が
過
去

5
年
以
上
な
い
人

申
請
書
提
出
期
日

2
月
9
日
⑥

申
請
方
法
表
彰
上
申
書
に
証
明

書
を
添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
但
し
、

2
月
2
日
制
ま
で
に
表

彰
上
申
書
に
無
事
故
、
無
違
反

証
明
書
交
付
子
数
料
の
一
部
金

3
0
0
円
を
添
え
て
交
通
安
全

協
会
に
提
出
さ
れ
た
人
は
、
証

明
書
交
付
手
続
事
務
を
当
協
会

で
代
行
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
市
交
通
安
全
協
会

(
宮
⑬
9
8
8
9
ま
た
は
宮
(
⑪
3

1
2
6
内
線
3
8
6
)

無事故
優良運転者
を
表彰します

県
表
彰
免
許
取
得
後
、
平
成
2

年
2
月
末
現
在
で
初
年
以
上
、
初

年
以
上
で
、
市
表
彰
を
受
け
て
い

る
人
(
自
動
二
輪
免
許
以
上
)

市
表
彰
免
許
取
得
後
、
平
成
2

年
2
月
末
現
在
で
初
年
、
お
年
、

初
年
、
日
年
、
印
年
以
上
の
人
(
免

許
の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
。
小
特
、

原
付
を
含
む
)

申
請
資
格
交
通
安
全
協
会
々
員

で
免
許
取
得
後
、
継
続
し
て
自
動

非
常
事
態
宣
言
発
令
中
/

国

日

月

お

日

発

令

長
崎
県
ロ
月
1
日
1
1
月
刊
日
ま
で

ー
特
別
交
通
安
全
対
策
強
化
期
間
を
設
定

1

つω

-
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

-
若
年
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

-
飲
酒
・
暴
走
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

を
主
眼
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

交
通
事
故
に
は
、
あ
わ
な
い
・
起
さ
な
い
た

め
、
お
互
に
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

=図書館=

ご
利
用
く
だ
さ
い

。
一
般
図
書
一
フ
ッ
フ
ル
ズ
・
ホ

テ
ル
(
村
上
龍
)
、
美
空
ひ
ば
り
(

大
下
英
治
)
、
赤
い
氷
河
期
・
上
下

巻
(
松
本
清
張
)
、
鬼
の
面
(
平
岩

弓
枝
)
、
テ
レ
ビ
局

μ
時
(
小
田
桐

誠
)
、
笑
っ
て
よ
北
極
点
(
和
泉
雅

子
)
、
松
下
幸
之
助
「
幻
世
紀
へ
の

遺
言
」
(
上
之
郷
利
昭
)
、
お
母
さ
ん

は
宇
宙
人
(
橋
幸
夫
)
、
「
明
治
」

と
い
う
国
家
(
司
馬
遼
太
郎
)
、
火

の
鳥
1
1
1
(
子
塚
治
虫
)
、
菩
被

の
雨
(
田
辺
聖
子
)
、
響
灘
(
阿
刀

田
高
)
、
背
徳
の
詩
集
(
森
村
誠
二
、

生
死
長
夜
(
瀬
戸
内
寂
聴
)
、
ガ
ン

告
知

(
N
H
K
お
は
よ
う
ジ
ャ

ー
ナ
ル
取
材
班
)
、
オ
i
ラ
バ
ト
ラ

l
戦
記
1
1
5
(
富
野
由
悠
季
)
、

た
そ
が
れ
色
の
微
笑
(
連
城
三
紀

彦
)
、
そ
の
夜
の
嘘
(
ジ
ェ
ズ
ア
ル

ド
・
ブ
フ
ァ
リ
1
ノ
)
、
見
は
て
ぬ

夢
(
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
デ
イ
リ
ー
)
、

失
っ
た
愛
、
永
遠
の
愛
・
上
下
巻

(ロ

l
ズ
マ
リ
l
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
)

。
児
童
図
書
お
ひ
め
さ
ま
ま
い

ご
に
な
る
(
ま
だ
ら
め
三
保
)
、

あ
わ
て
た
王
さ
ま
き
し
ゃ
に
の
る

(
寺
村
輝
夫
)
、
ぼ
く
の
・
ミ
ス
テ

リ
ー
な
あ
い
つ
(
さ
と
う
ま
き
こ
)
、

ヤ
マ
、
不
コ
さ
つ
じ
ん
事
件
(
舟
崎

克
彦
)
、
ぼ
く
が
守
っ
て
あ
げ
る
か

ら
(
杉
本
り
え
て
ふ
た
り
の
エ
ス

パ
l
(
浜
た
か
や
)
、
ゴ
一
日
間
・
ボ

ク
か
し
だ
し
ま
す
(
山
末
や
す
え
て

守
一
休
み
が
あ
ぶ
な
い
(
肥
田
美
代

子
)
、
き
の
う
の
ぼ
く
に
さ
よ
う
な

ら
(
ポ
l
ラ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
)
、
お

と
な
り
さ
ん
は
魔
女
か
し
ら
(
ロ

イ
ス
・
ロ
ウ
リ
l
)
、
パ
デ
ィ
ン
ト

ン
妙
技
公
開
(
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ン

ド
)
、
ル
ル
ち
ゃ
ん
の
く
つ
し
た
(

せ
な
け
い
こ
)
、
名
前
の
な
い
人
(

オ
l
ル
ズ
パ

l
グ
)
、
ば
け
く
ら
べ

(
松
谷
み
よ
子
)
、
に
じ
(
ル
プ
レ

ヒ
ト
)
、
か
え
る
ち
ゃ
ん
の
お
つ
き

み

(わ
た
な
べ
ゅ
う
い
ち
て
お
つ

き
さ
ん
の
き
(
長
新
太
)

運麗追放

市民総決起大会

場所

1月20日正)

午後 3時~

市民会館

日時

。
カ
セ
ッ
ト
・
ブ
ッ
ク
だ
ら
だ

ら
坂
・
大
根
の
月
(
向
田
邦
子
)
、

伊
豆
の
踊
子
(
川
端
康
成
)
、
将
監

さ
ま
の
細
み
ち
(
山
本
周
五
郎
)
、

序
の
舞
1
1
4
(
宮
尾
登
美
子
)
、

私
本
・
源
氏
物
語
1
1
3
(
田
辺

聖
子
)
、
和
宮
様
御
留
1
1
3
(
有

吉
佐
和
子
)

こ
の
外
に
も
、
た
く
さ
ん
の
新

著
図
書
を
用
意
し
て
わ
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
利
用
は
無
料
で
す
。

※
貸
し
出
し
は
、

1
人
3
冊
ま
で
、

2
週
間
以
内
に
返
却
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
市
立
図
書
館
(
東

本
町
宮
⑫
2
4
5
7
)

¥¥ ' 



お
し
ら
せ

み
ん
な
の
健
康
教
室

ア

l
マ

脳
卒
中
と
そ
の
予
防

i
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
?
ー

講
師
国
立
長
崎
中
央
病
院

神
経
内
科
医
長
森
正
孝
先
生

日
時

1
月
お
目
別

午
後
1
時
1
2
時
叩
分

場
所
国
立
長
崎
中
央
病
院
・
地

域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

※
ど
な
た
で
も
御
自
由
に
参
加
で

き
ま
す
。
お
さ
そ
い
合
わ
せ
の

上
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
国
立
長
崎
中
央
病

院
地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー
(
宮

⑫
3
1
2
1
)
 

広報あ、おむら 平成2年 1月号

a
z
 
大走組問一E駅民

4
F
J
市

島
越
感
噛

↓
刈
J大口U

進
学
ロ
ー
ン
ご
案
内

対
象
者
高
校
、
大
学
、
専
修
学

校
な
ど
に
進
学
さ
れ
る
人
の
父
母

資
金
使
途
進
学
に
必
要
な
資
金

(
入
学
金
・
授
業
料
な
ど
の
学
校

納
付
金
、
教
科
書
、
教
材
費
、
ア

パ
ー
ト
の
敷
金
な
ど
)

融
資
額

1
0
0
万
円
以
内

利

率

年

6

・
2
%

返
済
期
間

5
年
以
内

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

国
民
金
融
公
庫
長
崎
支
庖
(
宮
長

崎
⑧
3
1
4
1
)

冬
季
県
下
卓
球
大
会

日
時
1
月
幻
日
制

午
前
9
時
試
合
開
始

場
所
市
民
体
育
館

種
目
中
学
男
子
・
中
学
女
子
・

一
般
男
子

・
一
般
女
子
・
壮
年
男

子

・
ベ
テ
ラ
ン
男
子
の
各
シ
ン
グ

ル
ス
※
1
人
1
種
目
だ
け
で
す

参
加
料
中
学
生
3
0
0
円
・
高

校
生
4
0
0
円
・
一
般
5
0
0
円

申
込
締
切

1
月
刊
白
川

申
し
込
み
(
玖
島
2
丁
目
印
番

地
、
朝
長
靖
彦
宮
(
⑬
6
5
3
1
)

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ポ

ト
ボ

jレ
大
Z三

日
時

2
月
日
日
間
午
前
9
時

場
所
・
中
央
小
学
校
体
育
館

-
西
大
村
中
学
校
体
育
館

参
加
資
格
・
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
登
録
し
た
小
学
生
女
子

日時 2月11日(日)

場所萱瀬小学校周辺

コース (4.2km x5区間)

参加資格

OAクラス=一般、高

校男女、中学男女、

※一般・高校男子の陸

上登録選子は参加で

きません

OBクラス 二高校男子、

自衛隊中隊単位、大学、

一般、市外チーム

※陸上登録選子の参加可能

参加料 Lチーム5司000円 (ゼッケン・タスキ・障

害保険料を含む)

表彰・ A.Bとも団体1~ 3位

・個人区間賞 (Bは市内、市外に分けて団体表彰す

る)

・特別賞

受付期間

申し込み

a軒‘tとみ，-

Aパートのみ、とび賞多数あり

1 月 16 日 (火) ~24 日 (利(期日厳守)

教育委員会体育課 C， 

-
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
等
に
加
入

し
て
い
る
人

参
加
費

1
チ
l
ム
1
0
0
0
円

※
申
し
込
み
時
に
納
入
く
だ
さ
い

チ
l
ム
編
成

-
単
位
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
編
成

し
て
く
だ
さ
い

-
1
チ
ー
ム

l
4
年
生
2
人、

5

年
生
2
人
、
6
年
生
3
人
の
計

7
人
と
し
、
補
欠
は
、
6
人
と

し
ま
す

申
込
期
限

2
月
2
日
働

申
し
込
み
先
教
育
委
員
会
体
育

回
木※

申
込
用
紙
は
、
体
育
課
及
び
各

校
区
理
事
の
所
に
あ
り
ま
す

※
審
判
は
、
各
出
場
チ
i
ム
よ
り

指
導
者
1
人
を
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す

コ
ミ
セ
レ
・
サ
q
h
T
l
ナ
イ
ト
コ
ふ
サ
1
ト

出
演
大
村
カ
ト
レ
ア
コ
ー
ラ
ス

曲
目
も
う
す
ぐ
春
だ
ね
、
雀
の

学
校
、
埴
生
の
宿
、
瑠
璃
色
の
地

球
、
他
独
唱
、

二
重
唱
、
全
体
合

唱
な
ど

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

日
時

1
月
初
日
出

午
後
7
時

開
演

(
6
時
初
分
間
場
)

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

入

場

無

料

や
や
宇
中
や
今
今
み
み
み
や
ら
み
争
+
?
?
や
少
や
み
ム
〈
。
〈
。
〈
。
〈
完
全
。
〈
。
〈
言
。
〈
角
。
〈
。
〈
。
〈
。
〈
。
〈
。
〈
。
〈
言
。
〈
完
全
。

日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構

第

2

・4
土
曜
日
は
体
み
ま
す

1
月
か
ら
毎
月
第
2
、
第
4
土

曜
日
を
休
日
と
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
口

市
子
ど
も
美
術
展
作
品
募
集

ミ

辻、~~
泰司・3差
足AE

部
門
及
び
作
品
規
定

の
絵
画
部
l
・
用
具
・
:
ク
レ
ヨ
ン
、

ク
レ
パ
ス
、
水
彩
と
し
ま
す
0

・
サ
イ
ズ
・
:
画
用
紙
サ
イ
ズ
で
、

8
つ
切
り
ま
た
は

4
つ
切
り
。

②
書
部

1
半
紙
と
し
ま
す
。

課
題
①
絵
画
の
部
l
課
題
は
自
由
で
す

②
書
の
部
l
小
1
:
・
ゆ
め
、
小
2

・
:
土
子
、
小
3
:
・
社
会
、
小
4
:
・

成
功
、
小
5
・
:
時
代
、
小
6
・
:
栄

光
、
中
1
・
:
開
発
、
中
2
・
:
推
進
、

中
3
・
:
飛
躍
(
中
3
の
み
、
情
童
日

5査問
6機い
O 構合
)長わ
崎せ
支
部日
(本
宮小
長型
崎船
⑮舶
2 検:

ま
た
は
行
書
で
も
よ
い
)

資
格
市
内
に
住
ん
で
い
る
、
小

学
1
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で

規
定
①
出
品
作
品
は
、
自
作
で

未
発
表
の
も
の
で
各
部
門
1
人
1

点
と
し
ま
す
所
存
品
に
は
、
学
校

(
団
体
名
)
、
学
年
、
氏
名
、
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
の
搬
入

2
月
1
日
制
l
m

日
制
ま
で
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
市
長
賞
、
市
議
会
議
長
賞
、

教
育
委
員
会
賞
を
は
じ
め
、
優
秀
、

優
良
、
佳
作
な
ど

搬
入
先
及
び
問
い
合
わ
せ

市
こ
ど
も
美
術
展
事
務
局
(
幸

町
お

1
お
市
コ
ミ
セ
ン
内
包
⑭
3

1
6
1
)
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ぼ
し
ゅ
う

市

職

貝

職
種
及
び
資
格

。
保
母
・
:
学
歴

・
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
が
、
保
母
資
格
証
明
書
を
有

す
る
人

(平
成
2
年
3
月
白
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
)

で
、
昭
和
幻
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

。
建
築
・
・
・
学
校
教
育
法
に
よ
る
4

年
制
大
学
(
工
学
部
の
建
築
学
科
)

を
卒
業
し
た
人
(
平
成
2
年
3
月

白
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
を

含
む
)
で
、
昭
和
お
年
4
月
2
日

1
G
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
採
用
の
条
件

市
内
に
住
ん
で
い

る
人
ま
た
は
、
採
用
後
住
む
こ
と

公営住宅入居者募集
| 市営 | 

が
で
き
る
人

採
用
予
定
人
員

各
1
人

受
付
期
限

1
月
日
日
出

(
但
し

ロ
月
却
日
1
1
月
3
日
ま
で
は
休

み
ま
す
)

一
次
試
験

2
月

4
日
即

応
募
方
法
所
定
の
申
込
用
紙
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
人
事
課
に
あ
り

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

人
事
課
人
事
係

公
立
学
校
臨
時
的

任
用
教
員
な
ど

募
集
内
容

常
勤
講
師
、
養
護
助

教
諭
、
非
常
勤
講
師

応
募
資
格

。
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校

・・
・各
教
諭
普
通
免
許
状
所
有
者

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃 (月額・円)

原口アパート 2 3DK 27，200 

l 東諏訪 3 3DK 23，200 

原 日 1 3DK 24，700 

中直 松 7 2 K 6 ， 0∞~ . 6，100 

竹 キ公 15 2 K~ 3 D K 7 ， 2∞~17 ， ∞o 

種 久原第二 9 3DK 21， 200~23 ， 700 

久 原 15 2 K~ 3 K 7， 300~ 10，却0

福 重 3DK 20，500 

2 旭 2 2 K 6 ，叩O~ 6，700 

久原第二 2 3DK 15 ，叩0~16，的O

;也 田 5 3 K 8 ， 400~15 ，日0

種 ~R 円リ l 2 K 6，500 

久 原 1 3K 6，200 

Q
E
・
ろ
う
養
護
学
校
・
:
小
・
中

・
高
い
ず
れ
か
の
免
許
状
と
、

盲

・
ろ
う
養
護
学
校
の
い
ず
れ

か
の
免
許
状
所
有
者

Q
責
護
助
教
諭
・:養
護
教
諭
普
通

免
許
状
所
有
者

勤
務
条
件

①
常
勤
講
師

・
養
護
助
教
諭

学
歴
、
経
験
年
数
等
に
よ
り
給

料
を
決
定
し
ま
す
。

給
料

・
諸
手
当
は
正
式
任
用
教

員
に
準
じ
て
支
給
し
ま
す
。

⑦
非
常
勤
講
師

勤
務
は
、
週
払
時
間
を
限
度
と

し
て
、
長
期
休
業
中
を
除
く
年
初

週
程
度
。

勤
務
時
間
数
に
応
じ
て
、

1
時

間
当
た
り
2
1
0
0
円
の
報
酬
を

支
給
し
ま
す
。

通
勤
手
当
は
、

1
日
1
0
0
0

円
を
限
度
に
実
費
を
支
給
し
ま
す
。

応
募
方
法

最
寄
り
の
教
育
事
務

所
ま
た
は
、
市
教
育
委
員
会
に
志

願
書
を
請
求
の
う
え
、
左
記
の
区

分
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

の
県
立
学
校
志
願
者
・・・教職
員
課

県
立
学
校
人
事
班
ヘ

②
小
学
校
・
中
学
校
志
願
者
・:各

教
育
事
務
所
へ

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
学
校

教
育
課

大
村
看
護
高
等
専
修
学
校

准
看
護
婦
(
土
)
学
生

市
内
の
病

(医
)
院
で
働
き
な

が
ら
学
び
、
准
看
護
婦

(士
)
試

験
受
験
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

資
格

原
則
と
し
て
高
等
学
校
卒

業
者

(卒
業
見
込
み
含
む
)

募
集
人
員
自
人

修
業
年
限

2
年

願
書
受
付

1
月
ぬ
日
何
1
2
月

7
日
村

受け付け 1 月 5 日 (金)~12 日 (鉛

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃 (月額・円)

常 舟支 7 2DK~4DK 15 ， 450~20 ， 印0

久原第二 5 4DK 21，830 
1 
二 城 3 3DK 28，530 

種
松山 10 3DK 28， 320~29 ， 870 

本小路 6 3DK 32，960 

2 
中直 松 1 2 K 5 ， 350~ 5，560 

種
常 舟E生n. 2 2DK~4DK 11， 330~ 19，570 

本公 山 2 3DK 21， 110~23 ， 170 

| 県営 | 

※申込者が募集戸数に達した時点で締め切ります。

※収入などに制限があります。

申し込み・問い合わせ 県住宅供給公社大

村事務所 (宮⑫ 68 2 5) 

試
験

2
月
9
日
@

試
験
科
目

国
語

・
数
学
・
作
文

.
面
接

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
看
護
高
等
専
修
学
校
(
〒
蹴

協
和
町
7
7
9

8
⑫
6
7
1
2
)

N
H
K学
園
の

通
信
講
座
で
学
習
を
/

。
生
涯
学
習
講
座

(通
信
講
座
)

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の

書
道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、
囲

碁
な
ど
臼
講
座
で
す
。

申
込
期
限

1
月
白
日
同

。
海
外
在
住
者
コ
ー
ス

(通
信
講

座
)海
外
在
住
の
社
会
人
、
青
少
年

が
生
涯
学
習
講
座
の
書
道
、
硬
筆
、

楽
し
い
母
と
子
の
書
き
方
、
文
章
、

小
論
文
・
作
文
セ
ミ
ナ
ー
、
な
ど

を
通
信
講
座
で
学
習
し
ま
す
。

申
込
受
付

随
時

※
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
人

は、

N
H
K
学
園
八

E
十

一
係

(
干

m
l
旧
東
京
都
国
立
市
富

士
見
台
2

1
お
宮
0

4
2

5

⑫
3
1
5
1
)
に
、
講
座
名
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
滝

話
番
号
を
ハ
ガ
キ
に
記
入
し
て

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
案
内
書

は
無
料
で
す
。
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郷
土
の
文
芸
誌

「
大
村
文
芸
」
原
稿

内
容
お
よ
び
送
付
先

短

歌

山

首

島
崎
重
八
(東
本
町
3
4
2
1
2
)

川
柳

日
句

指
方
重
幸

(須
田
の
木
町
8
5

3
1
5
)
 

俳

句

叩

句

詩
・
随
筆
各
1
篇

中
島
白
舟

(
木
場
2
丁
目
5
3

6
1
1
)
 

投
稿
料

1
人
1
5
0
0
円

(投

稿
と
共
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
)

投
稿
締
切

1
月
白
日
附

国
立
口
之
津

海
員
学
校
本
科
生

資
格

中
学
校
卒
業
以
上

(
3
月

卒
業
見
込
み
合
む
)

修
業
年
限

3
年

申
込
期
間

1
月
9
日
ω
1
2
月

8
日
村

試
験

2
月
日
日
目

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

口
之
津
海
員
学
校
教
務
課

(宮
0

9
5
7
⑬
2
1
5
1
)
 



広報おおむら平成 2年 1月号

技
能
向
上
訓
練
受
講
生

O
パ
ソ
コ
ン
入
門

期
間

2
月
5
日
間
l
m
日
嗣

(日
日
間
)

O
ワ
ー
プ
ロ
講
座

期
間

2
月

4
日
間
i
お
日
叩

(
8
日
間
)

O
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
講
座
∞

期
間

2
月
日
日
ω
1
3
月
4
日

間

(
8
日
間
)

0
デ
ジ
タ
ル
|
C入
門

期
間

2
月
2
日
制
1
幻
日
制

(
8
日
間
)

0
D
I
S
K
-
B
A
S
-
c
∞
 

期
間

2
月
日
日

ωiお
日
日

(
6
日
間
)

O
N
Cプ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
墓
礎

期
間

2
月
初
日
間
1
3
月
刊
日

⑥

(9
日
間
)

o
J
I
S
-
N
K溶
接
技
術
検
定

期
間

2
月
2
日
@
i
n
日
制

(
7
日
間
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
〒

制
諌
早
市
小
船
越
町
1
1
1
3
宮

⑫
2
3
2
3
)
 

長
崎
高
等
職
業
訓
練
校

(
二
次
・
三
次
選
考
)

訓
練
科
目
機
械
、
電
気
工
事
、

，自
動
車
整
備
、
総
合
建
築
、
溶
接
、

イ
ン
テ
リ
ア
、
配
管
、
塗
装
、
服

飾
デ
ザ
イ
ン

応
募
資
格
機
械
、
電
気
工
事
、

ご
寄
寸{

a
り
が
と
う
ご
J
V
V
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

重
v一
病
院
へ

V
田
川
薫
(
諌
早
市
八
工
大
町
)
医

療
器
材
印
万
円
相
当

社
会
福
祉
基
金
へ

V
貞
住
正
昭
(
埼
玉
県
)
5
万
円

V
山
道
米
子
(
上
諏
訪
町
)
5
万
円

V
松
本
小
夜
子

(松
原
本
町
)
印

万
円
社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
朝
長
俊

一
(
久
原
2
丁
目
)
叩

(
敬
称
略
)

万
円
V
苑
田
綾
子

(
松
並
1
丁
目
)
叩

万
円
V
福
井
源
八
(
鬼
橋
町
)
叩
万
円

V
田
中
艶
子

(
久
原
1
丁
目
)
叩

万
円
マ
加
藤
勇
(
植
松
3
丁
目
)
5
万
円

V
高
尾
義
明
(
古
賀
島
町
)
叩
万
円

。

一
般
寄
付

文
化
会
館
建
設
基
金
へ

V

ゴ
ミ
セ
ン
、
サ
タ
デ
l
ナ
イ
ト

( 
自
動
車
整
備
の
3
科
は
高
卒
以
上
、

そ
の
外
は
学
歴
を
聞
い
ま
せ
ん
。

全
科
男
女
共
学

訓
練
期
間

1
年
間

(
自
動
車
整

備
科
、
総
合
建
築
科
は
2
年
間
)

募
集
人
員
各
科
共
初
人
程
度

(
一
次
合
格
者
を
差
し
引
き
ま
す
)

募
集
日
程

。
二
次
選
考

願
書
受
付

2
月
末
日
ま
で

選
考
日

3
月
ロ
日
制

。
三
次
選
考

(
含
職
業
転
換
等
)

願
書
受
付

3
月
9
日
制
か
ら

選
考
日

3
月
初
日
刊

※
詳
し
く
は
、
長
崎
高
等
職
業
訓

練
校
(
西
彼
杵
郡
長
与
町
高
田

郷
2
0
1
8
2
0
9
5
8
⑬
8

1
5
1
1
3
)
ま
た
は
、
各
公

共
職
業
安
定
所
ヘ
。

コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局
1
4
7
0
1

円大
村
市
へ

V
荒
木
三
男

(
竹
松
本
町
)
新
車

日
∞
バ
イ
ク

清
和
国
へ

V
大
琴
の
会
1
大
正
琴
慰
問

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

V
親
奉
会
・
森
安
太
郎

・
岩
井
勝

・
中
島
松

一
・
末
永
辰
夫
l
理
容

奉
仕
文
化
基
金
へ

V
大
村
市
茶
道
連
合
会
1
2
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
大
村
東
彼
製
麺
組
合
ー
ち
ゃ
ん

ぽ
ん
の
日
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
益
金
3

万
円

第
ペ
l

回

み
3
h
vと
山
村

ワ
ォ
ト
コ
ふ
テ
ス

日
本
の
ふ
る
さ
と
「
山

村」
山
村
風
景
、

山
村
の
く
ら
し
、

V
大
平
照
子

(
小
路
口
町
)
2
万

5
千
加
円

慈
恵
荘
へ

V

一
瀬
勝
彦
(
池
田
2
丁
目
)
3

万
円
V
井
崎
康
夫
(
抗
出
津
2
丁
目
)

2
万
円

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
l
ま
ん

じ
ゅ
ト
フ

V
天
晴
会
館

1
ハ
ン
カ
チ

V
土
杢
昭
代
HHH
ホ
l
レ
ン
草
、
カ
ブ

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
へ

V
板
橋
養
鶏
場

1
冷
凍
卵

V
富
永
弘
毅
(
平
町
)
み
か
ん
、

上
白
糖

V
大
村
我
楽
多
会
l
紅
白
餅

山
の
し
ご
と
、
山
に
く
ら
す
人
々

な
ど
、
「
山
村
」
を
テ
l
マ
に
し
た

も
の
で
あ
れ
ば
素
材
は
自
由

応
募
規
定

①
サ
イ
ズ
:
・
カ
ラ
ー

プ
リ
ン
ト
4
つ
切
(
組
み
写
真
を
除

く
)
で
、
何
点
で
も
可

②
記
載
事
項
・
:
作
品
裏
に
は
、
題

名
、
撮
影
場
所
、
撮
影
年
月
日
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
住
所
、
電

話
番
号
、
職
業
を
必
ず
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

③
入
賞
作
品
の
版
権
・
・
・
全
国
山
村

振
興
連
盟
に
帰
属
し
ま
す
。

④
不
ガ
フ
ィ
ル

ム
の
提
出
:
・
入
賞

鈴
田
の
里
学
園
へ

V
中
尾
義
秋
(
陰
平
町
)
大
根

V
赤
田
み
ち
よ
(
野
田
町
)
み
か
ん

大
村
パ

l
ル
ハ
イ
ム
へ

V
松
田
正
五

(木
場
2
丁
目
)
み

か
ん
V
樋
口
キ
サ

(
木
場
2
丁
目
)
み

か
ん
大
村
こ
ど
も
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

泉
の
里
へ

V
中
野
松
次
郎

(
赤
佐
古
町
)
米

V
川
上
国
喜

(
徳
泉
川
内
町
)
花

V
山
下
重
夫
(
松
原
本
町
)
飲
物

V
鈴
木

・
和
田
・
好
田

・
平
・
井

手
理
容
院
l
散
髪
奉
仕

V
藤
崎
鶴
松

(
三
城
町
)
野
菜

者
に
は
提
出
を
求
め
ま
す
。

句
作
品
の
返
却
・
:
返
却
を
希
望
す

る
人
は
、
返
却
希
望
と
朱
書
し
、

送
料
と
し
て
切
手
5
0
0
円
分
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
(
但
し
、
入

賞
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

主

催

国

土
庁
、
全
国
山
村
振
興

連
盟
賞

賞

状

及
び
副
賞
初
万
円

(
1

人
)
、
叩
万
円

(
1
人)、

5
万
円
(

2
人
)
、
そ
の
外
優
秀
賞
と
し
て
初

人
に
記
念
品

締
め
切
り

1
月
訂
日
制
(
当
日

消
印
有
効
)

送
り
先

ふ
る
さ
と
山
村
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
係
(
干
聞
東
京
都
千
代

田
区
永
田
町
1
1
1
1
お
全
国
町

村
会
館
、
全
国
山
村
振
興
連
盟
内

宮
閃

1
5
8
1
1
2
9
0
8
)

V
渡
海
秀
之

(片
町
)
和
菓
子

V
大
石
国
男
(
抗
出
浬
1
丁
目
)

3
万
円

V
天
晴
会
館

1
ガ
ー
ゼ
ハ
ン
カ
チ

V
小
川
マ
サ

(
宮
代
町
)
タ
オ
ル

・
石
ケ
ン

・

V
西
教
寺
悌
教
婦
人
会
l
慰
問
、

タ
オ
ル
外

V
大
川
田
老
人
会
l
奉
仕

V
大
村
高
校
{
一
家
庭
ク
ラ
ブ
H
H
奉
仕

V
諏
謹
也
人
会
I
尉
簡
・
タ
オ
ル
外

V
永
田
勝
義
(
陰
平
町
)
3
万
円

家
庭
奉
仕
員
対
象
家
庭
へ

V
俣
野
豊
子
(
水
田
町
)
タ
オ
ル
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1月の健康カレ乙，I:f-

1
月
は
、
市
県
民
税

(
4期
〉
、
国
民
健
康
保
険
税
(
ワ
期
)
の
納
期
で
す
。

1日 当番医 16日 乳幼児健康相談市コミセン
(月・元旦) (内・小)野口内科こども医院西大村本町会⑫ 2339 ~ 

⑧ 9 :30~ 11: 00 . ..… 0~6 か月の乳児

(内)近藤医院東本町宮⑭ 11 6 6 13 :30~ 15: 00・・…・ 7か月以上の乳幼児

⑪離乳食教室

2日 当番医 17日
関 (小)田川小児医院東本町宮⑫ 4000 泳)

妊婦教室(2) 中地区公民館 13 :OO~ 16: 00 

(整)貞松病院東本町宮⑭ 1161 18日 機能訓練根気の会福祉センター 13:30~ 15: 30 

3 副日総
当番医

ケド) 定期巡回献血市役所 9 : 30~12:00 

(小)出口小児科医院諏訪3丁目 E⑫ 2252 19日 1歳6か月児健康診査
(産)おび産婦人科医院本町宮⑭ 1103

自主)
市コミセン ⑧13 :OO~ 13: 30 

⑨l⑨…12日(釦と同じ

5日 成人の健康相談福祉センタ- 13:00~15:00 成人の健康相談福祉センタ- 13:00~15:00 

(重言 ⑨40.歳以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか ⑪⑮… 5日(鎧と同じ

ワ日 当番医
20B 

耳とことばの相談福祉センター 13:OO~ 15: 00 

(日) (産・内)長野病院東二城町宮⑬ 11 23 
(土)

(耳)海江田医院東本町宮⑫ 3329 21 B 当番医

8日
安産教室市役所 9:30~11 :00⑧ 9 :30まで (日) (内・消)南野内科消化器科医院東三城町宮⑬ 37 3 1 

⑮母子健康子帳、ズボン
(耳)山口耳鼻咽喉科医院東本町宮⑫ 270.6

(日) 一般健慶相談市役所 13:OO~ 16: 00 23日
⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか (別

乳幼児健康相談鈴田出張所⑧9:30~11 :00 

9日
乳幼児健康相談福重出張所⑧13:30~ 15: 00 巴24白8隠

10 側百
妊婦教室(3)中地区公民館 13 :OO~ 16: 00 

町一11旦日
妊婦教室(1) 中地区公民館 13 :OO~ 16: 00 25日 3歳児健康診査 大村保健所

(本)
⑧ 9 :30~10:00、 13 :OO~ 13: 30 

機能訓練根気の会福祉センター 13:30~ 15: 30 
@昭和61年 7 月生まれ (61年 1 月 ~6 月生ま

体) れで、まだ受けていない人も受診してください)

12日
1歳6か月児健康診査 ⑮母子健康子帳、問診票

市コミセン ⑧13 :OO~ 13: 30 
金) ⑨昭和63年 6 月生まれ (63年 1 月 ~63年 5 月生 28日 当番医

まれで、まだ受けていない人も受診してください) (日) (内)早田内科医院竹松本町宮⑮ 3530

⑮母子健康手帳、問診票、お子さんの歯ブラシ (眼)計屋眼科医院古町1丁目宮⑫ 6888

14日 当番医 29日
(日) (内・小)琴尾医院西ゴ城町宮⑫ 2056 (用)

乳幼児健康相談三浦出張所⑧9: 30~11:00 

(青・内)津田胃腸科内科医院小路口本町宮⑮ 150.7 31日
(君。
妊婦教室(4) 中地区公民館 13 : OO~ 16: 00 

15日 当番医
(月・祝) (内)岡内科医院束三城町宮⑫ 3000

略号の説明 ⑪…対象 ⑤…受け付け ⑮…内容

(眼)みね眼科東本町宮⑭ 3011 
⑨…持ってくるもの

当番医の診療時間 9 :00~18:00 

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
間
側
4
1
1
1

印
刷
所
/
九
州
凸
版
刷

編
集
/
秘
書
広
報
課

人口の動き

12月1日現在
人口計 72，410

(十104)

男 34，559
C + 58) 
女 37，851
C+ 46) 

世帯数 22，138
(十 37)

)内は前月比

16-

r~~~~~:[/~~~~;;~~;~~-;;;~~~;:~;;:~l 
寸 お気軽にご杷談ください。 i
自 '人権相談 ( 4日 10 : 00"'-' 15 : 00) 
の 行政相談 ( 11日 9: 30"'-' 12 : 00) 
定 法律相談 ( 17日 10: 00"'-' 15 : 00) 
例 交通事故相談 (23日 10 : 00""' 15 : 00) 
相
三火 年金相談 (24日 10 : 00"'-' 15 : 00) 
白 不動産相談 ( 26日 13: 00"'-' 16 : 00) し※受け付け町8時30?tJ:り行引討。

四四四四四四四、，、…司、町、，、…由四四四、，、…、，、…、-~
1 月の大村ポート (10 日 ~15 日、 18 日 ~23 日三地区対抗戦)


	199001-p01
	199001-p02-03
	199001-p04-05
	199001-p06
	199001-p07
	199001-p08-09
	199001-p10-12
	199001-p13-16

